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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　岡崎先生の巻頭言にもあるように，自己免疫性膵炎（autoimmune pancreatitis；
AIP）は，わが国から発信された疾患概念である．川，神澤ら，藤森らの論文にも述べ
られているように，当初は日本と他国との診断基準などの違いがあったが，その後，
1型，2型に分類されること，膵病変および膵外病変が存在することなど，国際的にも
認知されるようになり，その疾患の概念・病態もより詳細に検討できるようになった．
診断・治療法についても，診断基準と治療指針の国際的なコンセンサスが得られ，国
内の診断基準も国際基準を意識し準拠し，同じ土俵で議論ができるようになったこと
は喜ばしいことである．AIPの発生機序等については，本号にもあるようにまだ未知
のことが多く明らかとはなっていないが，その解明は着実に進んでいることが，能登
原，塩川らの論文に述べられている．CT，MRI，EUSの典型像や，EUS‒FNAによ
る診断の現状については，井上ら，岩井らの論文で十分に解説されている．臨床的に
問題となる IgG4関連硬化性胆管炎と原発性硬化性胆管炎の鑑別は，治療法，予後も
異なるため項目立てし，内藤らに詳述していただいた．AIPの治療適応は，臨床的に
有症状例がその適応となり，初期治療はステロイド PSL 0.6 mg/kg/dayで開始し，漸
減するように「自己免疫性膵炎診療ガイドライン 2013」に定められている．滝川らは，
その後のステロイド維持療法が大切で，中止群では再発率が高いことを強調してい
る．平野らは，ガイドラインの 3年の維持療法では不十分であることを述べており，
癌化症例の報告もあり，今後長期管理の方法を見直すべきと述べている．
　以上のように本号は，AIPの現状と将来展望を詳述できたものと確信している．最
後に，日頃の日常臨床の一助になることを期待して本号の編集後記とさせていただく．
 （木田　光広）
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